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    令和５年度事業報告 （令和５年４月１日～令和６年３月３１日） 

事 業 概 況 

令和５年度は、令和２年から私たちの生活に大きな影響を与え続けてきた「新型コロナウイルス感染症」

の感染症法上の位置付けが２類相当から５類に変更になるという明るい話題とともにスタートしました。 

本会においても、「コロナ禍」により大きな影響を受けた講演会事業・学士会館事業で活気が戻り、特に

学士会館事業においては、人員不足による一部レストランの閉鎖や営業縮小を余儀なくされながらも売上は

１３億円を超え、「コロナ禍」前の８０％程度まで回復することができました。会館事業が年間を通じて好

調だったこともあり、財政面においても、本会事業活動収支は、支出超ではあるものの、当初予算に対して、

約３，０００万円程度の改善を果たすことができました。 

本年度、特筆すべきもう一つの明るい話題として、新卒新入会者数の大幅な増加があげられます。「コロ

ナ禍」の４年間、七大学卒業式での入会勧誘活動の中止や制限があったこともあり、新卒入会者数の減少は

顕著であり、それはそのまま年間入会者数の大幅な減少に直結していました。本年度はその入会者数の減少

に歯止めをかけるべく「新入会促進のための特例措置」として、学生会員に向けて「トライアル学士会」と

名付けた初年度年会費を無料とする入会キャンペーンを実施し、４０１名（内、キャンペーン入会者３９３

名）の新入会員を迎えることができました。本施策は来年度の卒業生に対しても適用の予定であり、学生 

会員の勧誘・卒業年次の学生会員への働きかけ・新入会者へのフォローアップなどの活動を継続的に行い、 

会員増強の新たなサイクルが確立されるよう取り組んで参ります。 

また、本会が平成３０年度より取り組み、近年の最重要課題である「学士会館再開発」事業においても、

着実な進展を見ることが出来ました。隣地所有者である住友商事㈱や各行政機関と協議・検討を重ね、概ね

順調に進捗しております。 

令和６年度は、「学士会館再開発」事業において、隣地所有者である住友商事㈱と共同再開発を行うこと

を正式に合意する「基本協定書」を締結し、かつ、新たな「学士会館」の姿を決定する重要な年度となり 

ます。既存事業においても、１２月末に予定される学士会館の休館（一時閉館）に伴い、その実施方法等に

おいて様々な変更を余儀なくされる年度となりますが、「令和６年度事業計画」で示したとおり、学士会館

の再開発問題を最重要課題に掲げ、併せて、将来にわたる本会の存続を見据えた事業・サービスのあり方の

検討及び会員増強に努めて参ります。 

以下、令和５年度の実施事業についてその概要を報告いたします。 

令和５年度の本会は、取り組むべき重点課題として以下の３点を掲げ、当該課題に対する取り組みを行う

と共に、定款に掲げる各種事業を実施してきました。 

令和５年度の各事業の実施状況は後段にて詳述いたしますが、以下、重点課題に対する取り組み結果につ

いて報告いたします。 

 

（１）学士会館の再開発に向けた諸活動の展開・推進 

「学士会館再開発」事業に関しては、令和５年３月に隣地所有者である住友商事㈱と「基本合意書」を

締結し、両者において共同再開発に向け、より具体的な協議を重ねてきた結果、本年２月には本計画の基

礎となる「基本計画」を策定し合意に至りました。その他、各行政機関（千代田区・東京都等）とも協議

を重ね、学士会館旧館を曳家保存するための計画については、概ね合意を得ることが出来ています。 

今後は、本「基本計画」を基に、共同ビルの「基本設計」作成に努め、共同再開発の正式合意となる「基

本協定書」締結に向けて、引き続き協議を重ねて参ります。「基本協定書」締結にあたっては、本事業の計

画概要の確定や資金調達の目処付けが必須です。資金調達方法については、理事長の下に専門の評価委員

会を設置し、慎重かつ迅速に検討を進めて参ります。 
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令和６年度は、上記のとおり、本事業実施の最終判断を行い、「基本協定書」を締結する重要な年度とな

ります。本年度に引き続き、本事業の推進及び実現に向けて、本会一丸となって取り組んで参ります。 

（２）会館再開発中・再開発後を見据えた学士会事業・会員サービスの企画・検討 

令和５年度も前年度に引き続き、“デジタル”をキーワードに既存事業の質的充実を図ると共に、再開発

期間中の本会既存事業の扱い及び新規会員サービスについて企画・検討を行いました。 

会報発行事業においては、『學士會会報』と共に隔月発行している七大学総合情報誌『ＮＵ７』を、より

広く一般に公開できるよう完全Ｗｅｂ化を行いました。また、前年度より開始している「ハイブリッド講

演会」（来場とオンラインを併用した講演会）、「Ｗｅｂ交流会」（Ｗｅｂ会議システム「Ｚｏｏｍ」を使用

した交流会）を引き続き実施し、デジタルを利活用したサービスを進めてきました。学士会館事業におい

ては、令和６年１２月末をもって休館（一時閉館）することを決定しました。 

再開発期間中の５年間、会館事業は休止となりますが、その他の主な本会事業・会員サービスの扱いに

ついて、①『學士會会報』等会報発行事業は継続（変更なし）、②「夕食会・午餐会」は近隣の会場にて 

一部形態を変更（食事提供中止・オンライン配信併用）して継続することを決定しています。尚、事務局

機能及び会員倶楽部室（撞球室、囲碁・将棋室）については、近隣の仮事務所に移転することにしています。 

さらに、「会員サービス高度化委員会」の下部組織として「新規イベント運営専門委員会」を設置し、 

新たな会員サービスとして、ＴＥＤｘを目標とした「プレゼンテーション型イベント」開催に向け企画・

検討を開始し、令和６年度の開催に向けて準備を進めています。 

本年度は前述のとおり、多くの新入会員を獲得することが出来ました。令和６年度は、キャンペーン入

会者の会員継続及び次世代の入会予備群である学生会員に向けた施策の企画・検討を行い、学士会館に頼

らないサービスの確立を目標に、会員増強に努めて参ります。 

（３）学士会財務状況の改善―事業活動収支の赤字縮小 

学士会館事業は本会の事業活動を経済面から支えている重要な事業となりますが、その運営は本会の 

１００％子会社である㈱学士会館精養軒が担っております。 

令和５年度は、人員不足による一部レストランの閉鎖や営業縮小等がありましたが、集宴会・宿泊事業

において順調に売り上げを伸ばし、売上高は１３億２千万円超と、「コロナ禍」前の８０％程度まで回復

しました（但し、本会への固定納付金は「コロナ禍」前の５割の水準となっています）。結果、本会事業活

動収支も、赤字計上とはなったものの、当初予算と比較して、３，０００万円程度赤字幅を改善すること

ができました。 

令和６年度は、１２月末での学士会館営業終了による収入減や仮事務所への移転費用による支出増が 

見込まれています。今後５年間の再開発期間中の収入減を見据え、無駄な支出は抑えながらも、サービス

の質は落とさないように各種事業を行って参ります。 

 

以下、各事業別にその概要を報告いたします。 

 

１．会 報 （ 『學士會会報』及び『ＮＵ７』 ） 

本会会報である『學士會会報』と『ＮＵ７』を隔月に同時発行しました。『學士會会報』は第９６０号を令和 
５年５月、第９６１号を７月、第９６２号を９月、第９６３号を１１月、第９６４号を令和６年１月、 
第９６５号を３月にそれぞれ発行し、全会員に配布しました。また、『學士會会報』は七大学各学部図書

館に寄贈する他、国立国会図書館や各県立図書館等へも毎号寄贈し、本会の目的でもある“学術的文化

的知識の交流普及”に努めました。 
七大学総合情報誌として平成２７年９月より発行している『ＮＵ７』は、第４７号を令和５年５月、 
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第４８号を７月に、それぞれ発行し全会員に配布すると共に七大学関係者にも広く配布し、会員増強に 
資するよう努めました。下半期からは会員サービスデジタル化の一環として『ＮＵ７』の完全Ｗｅｂ化を

行い、９月に第４９号、１１月に第５０号、令和６年１月に第５１号、３月に第５２号を本会公式サイト

にて公開し、新たな読者層の獲得と経費削減に努めました。 
また、学生会員向けサービスの一環として、希望する学生会員約３００名に『學士會会報』（『ＮＵ７』

は第４８号まで）を配布しました。 
 

２．学 士 会 館 

（１）会館の利用実績は次のとおりです。 

□会 議 室 利 用 回 数   ４，３８４回（  ３，８４０回）＊カッコ内は前年度実績 

□会 議 室 利 用 人 員 １１０，５８９名（ ８５，８３３名）   

□宿 泊 室 利 用 人 員   ８，７５０名（  ７，３０７名）   計 ２２９，７９４名 

□レストラン等利用人員  ９７，９０９名（１０５，０９７名）     [１日平均６４７名] 

□読 書 室 利 用 会 員    １，７２４名（  １，７３９名）   臨時休業日・年末年始を除く 

□会員俱楽部室利用会員  １０，８２２名（ １０，１４８名）  

（２）会館を適切に維持・保全するために、次のとおり会館の補修・改修工事を行いました。 

本年度は、再開発のために令和６年１２月末の閉館が決まっていることを踏まえて、投資目的となる 

改修工事の実施は見送りましたが、会館営業に必要な最小限の諸工事を次のとおり実施しました。 

・「エスカレーター」修理工事 

・「ホテル客室（複数）」、「写真室」空調機修理工事 

・「紅楼夢」空調機交換工事 

・「旧館３階女子トイレ」、「新館１階女子トイレ」ウォシュレット交換 

・「旧館１階男子トイレ」排水管ルート変更工事 

・「新館外壁」タイルの一部剥落に伴う緊急対応工事 

上記の他にも、会館営業に支障をきたす箇所に対して、適宜補修工事を実施しました。 

（３）学士会館の防火防災対策の一環として、次のとおり実践的な防火防災訓練を行いました。 

・防火防災総合訓練の実施（１１月） 

・夜間における大地震と火災発生を想定した、学士会館従業員の対応訓練の実施（３月） 

 

３．講演会、交流会、その他の活動 

過去３年にわたり、中止や規模縮小を余儀なくされてきた各種イベントですが、「新型コロナウイルス

感染症」の感染症法上の位置付けが変更になったこともあり、本年度は計画とおりに開催することが出来

ました。 

（１）夕 食 会 

本年度は次のとおり、各分野で活躍される多彩な方々による講演会を開催（５月、８月、１月は例年と

おり休会）し、延べ１，０５４名の参会がありました。 

健康長寿のための正しい筋肉の鍛え方 荒 井  秀 典 氏（令和５年 ４月例会） 
超深海への初潜航と海溝底の世界 道 林  克 禎 氏（令和５年 ６月例会） 
次世代原子炉ＳＭＲ～脱炭素技術としての期待と課題 小宮山  涼 一 氏（令和５年 ７月例会） 

※延べ人数 
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睡眠の謎に挑む：原理の追求から社会実装まで 柳 沢  正 史 氏（令和５年 ９月例会） 
国連において日本が果たすべき役割 吉 川  元 偉 氏（令和５年１０月例会） 
ＣｈａｔＧＰＴのインパクト～我々はどう向き合い、どう活用すべきか 
 川 村  秀 憲 氏（令和５年１１月例会） 
新型コロナウイルス感染症のパンデミックから我々は何を学んだのか  
 押 谷    仁 氏（令和５年１２月例会） 
新たな火山監視技術と噴火予知 西 村  太 志 氏（令和６年 ２月例会） 
岐路に立つ中国の行方―習近平政権の正念場 柯      隆 氏（令和６年 ３月例会） 

（２）午 餐 会 

本年度は次のとおり、夕食会と同様に各分野で活躍される多彩な方々による講演会を開催（８月、１２

月は例年とおり休会）し、延べ１，２８６名の参会がありました。 

平安の美と妖しさ 高 樹  のぶ子 氏（令和５年 ４月例会） 

「成長の臨界」にどう対応するか？ 河 野  龍太郎 氏（令和５年 ５月例会） 

スペースガード（プラネタリー・ディフェンス）～概要と日本の取り組み 

 奥 村  真一郎 氏（令和５年 ６月例会） 

料理とはなにか？ 土 井  善 晴 氏（令和５年 ７月例会） 

１８世紀京都画壇の奇想の絵師たち－伊藤若冲を中心に 

 山 下  裕  二 氏（令和５年 ９月例会） 

国会審議活性化法（１９９９年７月３０日公布）を振り返り、今・国会の在り方を考える 

 大 島  理 森 氏（令和５年１０月例会） 

「言霊」という罠 京 極  夏 彦  氏（令和５年１１月例会） 

シェイクスピアと私 山 田  昭 廣  氏（令和６年 １月例会） 

囲碁の歴史と囲碁界におけるＡＩとの向き合い方 吉 原  由香里 氏（令和６年 ２月例会） 

進む核軍拡と迫る北東アジアの核使用リスク－核リスク削減に向けての提言－ 

 鈴 木  達治郎 氏（令和６年 ３月例会） 

（３）関西茶話会 

関西地区の会員を対象とした関西茶話会を、本年度も引き続き講演会のみに変更して開催し、延べ９３

名の参会がありました。 

第５０回「現代の錬金術：多元素ナノ合金の開発とグリーン・トランスフォーメーション」 

北 川    宏 氏（令和５年 ４月１５日） 

第５１回「削るむし歯、削らないむし歯」 林    美加子 氏（令和５年 ６月１７日） 

第５２回「なつかしさの心理学 ～幸せのための心の時間旅行～」 

楠 見    孝 氏（令和５年１０月１４日） 

第５３回「月周回衛星『かぐや』が明らかにした地球-月システムの新しい知見」 

 寺 田  健太郎 氏（令和６年 ２月１７日） 

（４）ハイブリッド講演会 

学士会事業のデジタル化の一環として、本年度はハイブリッド形式（学士会館＋オンライン）の講演会

を１２月と１月に開催し、延べ２５６名の参会がありました。 
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令和５年冬期講演会「世界経済のリスクと日本経済の長期展望」 

黒 田  東 彦 氏（令和５年１２月１３日） 

令和６年冬期講演会「アルツハイマー病の克服に向けて」 

岩 坪    威 氏（令和６年 １月３１日） 

（５）地域講演会 

本年度は、名古屋地区にて４年ぶりに完全対面形式で開催しました。 

□名古屋地区 共催 学士会、名古屋大学全学同窓会 
 後援 名古屋大学 
「愛知県医療療育総合センターの軌跡―障害児・者の医療福祉のあゆみ―」 
 石 黒  直 樹 氏（令和６年 ２月 ２日） 

（参加者：９３名） 

（６）関連団体との合同講演会 

本年度は次のとおり、七大学関係同窓会及び学士会公認同好会と合同で講演会を開催しました。 

□川原尚行氏帰国報告会（九州大学東京同窓会との共催） 
「騒乱のスーダン、今私たちに出来ること」 川 原  尚 行 氏（令和５年 ６月２２日） 

ハイブリッド形式（学士会館＋オンライン）で開催しました。 
（参加者：７７名） 

□学士会将棋会１００周年記念講演会（学士会将棋会への後援） 

「ＡＩは将棋の世界をどう変えたか」 羽 生  善 治 氏（令和５年 ８月 ５日） 

講演会終了後、木村英紀学士会将棋会代表委員をコーディネーターに、羽生善治九段、松原仁東京

大学次世代知能科学研究センター教授、谷合廣紀四段によるパネル討論会を開催しました。 
（参加者：２３７名） 

（７）若手茶話会 

４５歳までの会員を対象とした茶話会（「ミニプレゼン会」「読書会」「ｄｏ Ｃａｆé」）を、若手会員の 

集まりである「学士会ＹＥＬＬ（Youth Experts for Liberal arts and Leadership）」が主体となり、毎月開催

しました。ハイブリッド形式（学士会館＋オンライン）も導入し、延べ２５５名の参会がありました。 

＜実施内容の一例＞ 

(ミニプレゼン特別会) 

「拡張する資本主義～ＡＩ時代を前に考えたい『人間の経済』宇沢弘文の思想から」 

 占 部  ま り 氏（令和５年 ５月３０日） 

「ラグジュアリーブランドから文化人類学へ」 永 井  展 央 氏（令和５年 ７月２１日） 

（８）Ｗｅｂ交流会 

Ｗｅｂ会議システム（Ｚｏｏｍ)の体験会から派生した、会員同士で談話をする「Ｗｅｂ交流会」を開催

しました。各回トークテーマを設けると共に、読書会「９０分 ｄｅ 『學士會会報』」、メタバース体験会

やＶＲゴーグル体験会等、計３３回開催し、延べ２４７名の参会がありました。 
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（９）クリスマス家族会 

本年度は令和５年１２月２３日に開催し、富良野塾出身の大道芸人、くす田くす博博士による「アクロ

バット科学実験ショー」と、㈱学士会館精養軒によるクリスマス特製フルコースを堪能しました。３０７

名の参会がありました。 

（10）新年祝賀会 

本年度は令和６年１月５日に開催し、樺山紘一理事長の新年の挨拶、賀宴、船岡正道会員の謡曲披露の

後、加藤登紀子氏（歌手）による講演会（演題：「加藤登紀子の言語的迷走記」）を開催し、２１８名の 

参会がありました。 

（11）見 学 会 

本年度は次のとおり、関西地区において見学会を開催しました。 

［関西地区］ 
「興福寺国宝五重塔 大修理前の見学会」（興福寺（奈良県奈良市）） （令和５年 ５月２７日） 

（参加者：３０名） 

「京都迎賓館夜間貸切ガイドツアー」（京都迎賓館（京都府京都市）） （令和５年 ９月 ２日） 
（参加者：３１名） 

（12）体験イベント・観 察 会 

本年度は次のとおり、各分野で活躍されている著名人を講師に迎え、体験イベント及び観察会を開催し

ました。 

「～虫を食す～食虫植物の仕組み解説と捕食実験」 （令和５年 ７月２２日） 

咲くやこの花館館長で、平成２８年に自身が１０年以上栽培してきた絶滅危惧種の水生食虫植物

「ムジナモ」を開花させた城山豊氏を講師にお迎えしました。 

（参加者：２０名） 

「昆虫博士と行く！昆虫観察会」 （令和５年 ８月 ２日） 

東京大学総合研究博物館講師で、平成２３年日本蝶類学会の調査隊副隊長として“幻の大蝶”ブー

タンシボリアゲハを７８年ぶりに再発見したことでも知られる矢後勝也氏を講師にお迎えしました。 

（参加者：２７名） 

「『歌会始の儀』披講所役 園池公毅氏に実践で学ぶ和歌の披講」 （令和６年 ２月１７日） 
早稲田大学教育・総合科学学術院教授で、植物生理学の研究者でありながら宮中行事「歌会始の儀」

披講所役を約４０年務める園池公毅氏を講師にお迎えしました。 

（参加者：３０名） 

（13）良縁イベント 

２９歳～４０歳の独身者（会員及び会員家族）に参加者を限定した良縁イベント「１対１良縁パーティ

ー」を令和６年２月２５日に開催し、全国から２８名（男女各１４名）の参会がありました。募集開始早々

に満席となり、キャンセル待ちも多数発生しました。 

（14）動画配信 

国内唯一となる「国際卓越研究大学」の認定候補に選定された東北大学で、平成８年から６年間、総長
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（第１８代）を務めた阿部博之理事による動画「人生最高の一冊」を、「学士会主催イベント 動画チャン

ネル」にて配信しました。 

出演：阿 部  博 之 氏（学士会理事／元東北大学総長） （令和６年 ２月 ９日公開） 

内容：「子どもの頃夢中になって読んだ本」（２冊）、「人生最高の一冊」を、その理由と共に紹介 

（15）同好会支援 

令和５年１０月に新たに公認同好会に認定された「学士会ミュージアム倶楽部」（美術館・博物館鑑賞）

を支援しました。加えて例年とおり、撞球、囲碁、将棋、俳句、漢詩、短歌、落語、探訪、謡曲の各公認 

同好会及びオンラインで定期的に集まり談話を行う「Ｗｅｂサロン」、「サクラ会」の開催を支援しました。 

（16）会員企画支援 

本年度は次のとおり、学士会会員グループ主催による講演会を支援しました。 

□ミニプレゼン会特別会（ハイブリッド開催） 共催 学士会ＹＥＬＬ、京都大学同窓会若手会、 
 (ＮＰＣ)ｅｕｍｏ 
 後援 京都大学同窓会 
 協力 学士会、㈱ジェネリス 
「“豊か”に生き抜く未来の道標」 
 山 極  壽 一 氏・占 部  ま り 氏（令和５年１１月 ５日） 

講演会終了後には、上記講師２名に加え、岩波直樹氏、村尾昌大氏、川野陽子氏、渡邊和樹氏、 

崔仁珠氏による討論会を開催しました。 
（参加者：１５５名） 

□ミニプレゼン会特別会（ハイブリッド開催） 共催 学士会ＹＥＬＬ、㈱ジェネリス 
「人間の本質に迫る医学とスピリチュアル～進化精神医学×ホリスティック医学の視点から～」 
 髙 野   覚 氏・帯 津  良 一 氏（令和６年 ２月１１日） 

（参加者：１１２名） 

（17）提携サービス紹介 

提携企業が本会の会員向けに提供する各種サービス（引越し、ホームセキュリティ、スポーツクラブ等）

について、延べ１３６名の利用がありました。また、音楽・演劇・舞踊などの舞台芸術に関して一般販売

では入手困難な良席を特別価格にて提供している「鑑賞ツアー」については、延べ１,４８０名の利用が

ありました。 

（18）ホームカミングデイへの出店 

本年度は４年ぶりに東京大学ホームカミングデイに「学士会ビア屋台」として出店し、生ビール販売 

及びミニゲーム大会の実施を通じて来場者へ学士会紹介を行いました。また、初の試みとして、東京大学

社会連携本部（東京大学基金）・東京大学地域同窓会連合会と連携し、本会を含めた３団体の紹介チラシ

の一括配布や来場者が３団体の出店ブースをリレー訪問できる仕組みづくり等を行いました。 

 

４．諸 会 議 等 

（１）通常代議員総会 

本年度の通常代議員総会を、令和５年６月２２日学士会館において開催しました。当日の出席代議員 
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５３名、書面等による議決権行使代議員４４名、合計９７名の出席により総会が成立し、次の議案を 
諮りそれぞれ承認可決致しました。 

議案１ 令和４年度事業報告並びに決算報告について 
議案２ 任期満了に伴う理事１名の選任及び理事の補充選任について 
議案３ 任期満了に伴う監事２名の選任について 

報告１ 学士会館の再開発に関する進捗状況について―現状報告― 

報告２ 会員数の動向について 

（２）臨時代議員総会 

本年度の臨時代議員総会を、令和６年３月１４日学士会館において開催しました。当日の出席代議員 
４９名、書面等による議決権行使代議員３９名、合計８８名の出席により総会が成立し、次の議案を 
諮りそれぞれ承認可決致しました。 

議案１ 令和６年度事業計画案及び予算案について 
議案２ 学士会館の共同再開発事業について 

（３）理 事 会 

本年度は次のとおり開催し、諸般の会務について審議決定致しました。 

□４月理事会（令和５年 ４月２７日） 

１．令和５年度通常代議員総会の開催について 

２．令和４年度決算概要について 併せ、㈱学士会館精養軒の決算概要について 

３．保有事業債（建物設備修繕特定資産）の満期償還に伴う再投資について 

４．「会員サービス高度化委員会」委員の追加選任について 

５．学士会館の共同再開発に関する進捗状況について―報告― 

報告（１）新卒業学士等の入会状況について 

（２）令和５年度期首会員数及び令和４年度の会員数動向について 

□５月理事会（令和５年 ５月２５日） 

１．梶山理事からの「辞任申出」について 

２．常務理事の選任について 

３．令和５年度通常代議員総会の議案について 

４．㈱学士会館精養軒の第７２期定時株主総会議案について 

□６月理事会（令和５年 ６月２２日） 

１．会報編集委員会 委員の変更について 

２．（本日開催の通常代議員総会にて）選任予定理事の職務等の扱いについて―口頭説明― 

報告（１）（本日開催）通常代議員総会について 

□７月理事会（令和５年 ７月１３日） 

１．令和５年度・第一四半期（４月～６月）会計報告 

①（一社）学士会 ②㈱学士会館精養軒 

２．「会員サービス高度化委員会」からの報告 

―学士会館再開発中ならびに再開発後の会員サービス高度化に関する 

 意見の取りまとめ（要点）― 

３．学士会館の共同再開発の進捗状況について 
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報告（１）第６２回全国七大学総合体育大会（七大戦）の開会式について（口頭報告） 

（２）令和５年度第一四半期（４月～６月）の会員数動向等について 

（３）令和５年度後半の理事会等の日程確認について 

□９月理事会（令和５年 ９月２８日） 
１．学士会館の共同再開発の進捗状況について 

―行政協議状況 並びに 共同ビルの「基本計画」― 

―再開発期間中の仮事務所の移転先候補について― 

２．学士会館の営業状況―㈱学士会館精養軒の令和５年度（４月～８月）の会計報告 

並びに９月以降の営業体制について 

３．事務局長（常勤理事）の労務・賃金管理の扱いについて 

４．特定資産の「満期償還」に伴う再投資について 

報告（１）第６２回「七大戦」の戦績結果及び閉会式について 

□１０月理事会（令和５年１０月２６日） 

１．令和５年度上半期決算報告及び令和５年度上半期資金運用状況報告 

並びに下半期運用計画（案）について―併せ㈱学士会館精養軒の令和５年度上半期決算報告― 

２．学士会館の共同再開発に関する進捗状況 

報告（１）「ミュージアム倶楽部」の発足 及び 公認同好会の認定について 

（２）令和５年度上半期会員数動向（正会員・学生会員・準会員） 

□１１月理事会（令和５年１１月２４日） 

１．会報編集委員会委員の交代について 

２．学士会館の共同再開発に関する進捗状況等について 

３．令和５年度「臨時代議員総会」の開催について 

４．令和６年度（２０２４年度）理事会等の会議日程について 

報告（１）「七大学総長懇談会」の開催について 

□１月理事会（令和６年 １月２５日） 

１．令和５年度決算見通し及び令和６年度予算作成の考え方について 

２．㈱学士会館精養軒の令和５年度第３四半期会計報告について 

３．令和５年度臨時代議員総会（３／１４開催）議題について 

４．「学生会員」に対する新入会促進のための特例措置について 

５．学士会館の共同再開発に関する進捗状況について 

報告（１）令和５年度第３四半期の会員数増減について 

□２月理事会（令和６年 ２月２２日） 

１．令和６年度事業計画案について 

２．令和６年度予算案及び資金計画案について 

３．学士会館の共同再開発事業について 

報告（１）「名古屋講演会」（２／２）の開催結果について 

□３月理事会（令和６年 ３月１４日） 

報告（１）新館西側（５階）タイル落下事故報告と今後の対応について 

（２）（本日開催）臨時代議員総会について 
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（４）監 事 会 
１．監査法人からの報告 

２．令和４年度決算報告（令和４年４月１日～令和５年３月３１日） 

令和４年度貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目録及び財務諸表の注記の検査 

３．「公益目的支出計画実施報告書」の内容について 

４．代議員総会第３号議案（任期満了に伴う監事２名の選任）について 

（５）常 務 会 

毎月定期的に常務会を開催し、理事会提出議案の審議等、種々の会務を審議し必要事項を決定

致しました。 

（６）諸 委 員 会 

ア．会報編集委員会 

本年度は次のとおり開催し、種々検討・協議の上、各号の執筆候補者及び講演会（夕食会・午餐会）講

師の選定・決定を行いました。 

第 １ 回 令和５年 ５月２５日 会報第９６３号 

第 ２ 回 令和５年 ７月１３日 会報第９６４号 

第 ３ 回 令和５年 ９月２８日 会報第９６５号 

第 ４ 回 令和５年１１月２４日 会報第９６６号 

第 ５ 回 令和６年 １月２５日 会報第９６７号 

第 ６ 回 令和６年 ３月１４日 会報第９６８号 

イ．会員サービス高度化委員会 

本年度は次のとおり開催し、学士会館閉館中及び再開発後に向けた新たな学士会事業・サービスの展開

について協議を行いました。 

第 ３ 回 令和５年 ５月 ９日 

第 ４ 回 令和５年１０月 ３日 

第 ５ 回 令和６年 ２月 ８日 

『ＮＵ７』については、編集担当委員による内容確認の上で、隔月で発行（９月より完全Ｗｅｂ化） 

しています。 

ウ．学士会館再開発委員会 

本年度は次のとおり開催し、隣地所有者との共同開発の「基本協定」締結に向けた検討協議や、再開発

に関する課題について具体的な検討を行いました。 

第３２回 令和５年 ４月２７日 

第３３回 令和５年 ５月２５日 

第３４回 令和５年 ７月１３日 

第３５回 令和５年 ９月２８日 

第３６回 令和５年１０月２６日 

第３７回 令和５年１１月２４日 

第３８回 令和６年 １月２５日 

第３９回 令和６年 ２月２２日 
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併せて、西村幸夫再開発委員会委員を中心に「再開発推進会議」を隔週開催し、主に設計に関する課題

について協議を行いました。 

その他、本委員会の下部組織であり建築について検討・提言を行う「建築部会」を２回開催し、学士会館

旧館の再構築及び共同ビルの建築計画について協議を行いました。さらに、学士会館旧館の文化財保存・

活用について検討を行う専門家を交えた専門委員会「文化財保存活用に関する検討委員会」を２回開催し、

課題整理・協議を行いました。 

エ．趣味同好会 

令和５年１２月１日に撞球、囲碁、将棋、俳句、漢詩、短歌、落語、探訪、謡曲の各同好会の年間 

優秀会員もしくは功労会員に対して理事長杯を授与し、その後、懇親会を開催し懇談を行いました。 

５．会  員 

本年度における正会員の増減及び年度末正会員数は次のとおりです。＊カッコ内は前年度実績 
新 会 員    ８６９名  （  ５４７名） 

逝 去 会 員    ６３５名  （  ６４１名） 

退 会 会 員  １，００９名  （  ９４６名） 

会費長期未納退会者    ２４５名  （  ２５９名） 

差 引 減  １，０２０名  （１，２９９名） 

現 在 会 員 数 ３７，４９５名  （内 終身会員６，７５４名） 

（注：「終身会員」の内、戦前に制定された終身会員制度による加入者が２６６名、平成２１年度

より新たに制度化された「新終身会員」が６，４８８名になります） 

学 生 会 員  ５，８４４名 

（注：３月卒業・修了予定の１，５８９名を含めた会員数になります） 

６．そ の 他 

本会は、㈱学士会館精養軒に学士会館の運営業務を委託していますが、平成１６年２月以降、本会が 
同社の株式を１００％保有しています。同社の概要は次のとおりです。 

［株式会社 学士会館精養軒の概要］（令和６年３月３１日現在） 

□名 称  株式会社学士会館精養軒 

□所 在  東京都千代田区神田錦町３－２８ 

□代表者  代表取締役社長 小堀 康生 

□資本金  １０，０００，０００円 

□売上高  １，３２１，２８２千円（令和５年度決算） 

㈱学士会館精養軒の令和５年度の営業結果は、次のとおりです。 

□令和５年度（令和５年４月１日～令和６年３月３１日）決算 
・売 上 高 １，３２１，２８２千円（前年度： １，１１４，２１２千円） 
・営業利益   １３２，５９６千円（ 同 ：   １７１，３８９千円）※ 
・経常利益   １３３，８１２千円（ 同 ：   １８６，９０７千円）※ 

（注：令和５年度は学士会への会館運営に係る固定納付金を年額１４４，０００千円負担した上 

での利益額であるのに対し、前年度は当該納付金をコロナ禍の影響を考慮し、全額免除 

された上での利益額となっています） 

 


